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北病棟チームカンファレンス記録

平成１８年　９月　２０日（水）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・第３回小坂先生の安全管理対策勉強会ですが、先生のご都合により日程を変更する事になりました。日程は決まり次第再度安全対策委員会より連絡があるとの事です。

・９月２１日（木）12：00～13：00、サーバーの点検を行います。作業時間内はファイル等使用できなくなる事があるので注意して下さい。また、点検後、何か不具合があった場合は総務チームまで連絡して下さい。

・平成１８年度秋の健康診断を１０月１７日（火）～１９日（木）の３日間、8：00～11：30の日程で行います。対象者は夜勤勤務者（アルバイト職員も含む）で北病棟は１６名です。事前に問診票が配布されるので、対象職員は必ず必要事項を記入し、受診して下さい。
・本日１４名心電図検査実施されています。三上Dr.、主治医Dr.への確認の手順を周知

　していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

駒木　学様～本日主治医診察予定でしたが、ご家族付き添いで外出された為、明日の診察へと変更になっており、定期薬が本日の昼までの為、臨時薬１日分同処方となっています。

＜注目患者様ケース検討＞

・滝田　英人様～レボトミン（25）１Ｔからドラ－ル（15）１Ｔへ変薬になってから「気分がすごく良い。」と話されるも、夜間の不眠、声高での独語は継続して見られています。上記の事を主治医へ情報提供し、今後も夜間の睡眠状況や日中のプログラム参の様子等を確認・傾聴していきましょう。

・津嶋　イチ子様～現在、毎食後３０分間の廊下ウォーキング、１６時の散歩行っていますが体重の減少は見られていません。おやつの自己管理をされており、時間を設定しホールにて摂取して頂く事としていますが、以前時間外におやつの食べこぼしが衣類に着いていた事があり、自室で摂取されている可能性もある為、今後間食摂取に関して本人と話し合い、対処方法を検討していく予定です。

・駒木　学様～頭に関連した訴え持続して聞かれ、時折プログラムに不参加し、臥床傾向

が見られています。本日ご家族付き添いで外出に行かれています。帰院後、ご家族より、本人から免許更新の依頼無く、退院方向に向けて考えていき、さらに青山荘入所も出来るようにしていきたいと前向きな考え方を話されていたと情報提供ありました。ご家族も本人の意向を進めていけるよう今後はこれから外出・外泊等を行い、その様子を検討して上記の事を考えていきたいと話されています。

＜川端Dr.診察報告＞

・浅野　秀子様～主治医よりグループホーム入所の検討を勧めているが、本人より自信が無く、不安感訴えられ、拒絶されています。理由として以前青風荘に入所していた際、特定の患者様とトラブルとなり、イライラ感増強し、易怒的傾向が見られ、徐々に脱肛部の事が気になり病状が不安定となった過去がある為、主治医へ現状維持で良い事話されています。

・村上　幸子様～９月１３日（水）の主治医診察時、夜間の睡眠に対し熟睡感が無いと訴えられ、イミドール（25）２Ｔ　１×ｖｄｓ　７日分臨時処方され、以後定期となっています。本日本人より、「現在は夜間の睡眠がとれていて、熟睡感もある。」と聞かれている為、本日より変更無く同処方の定期薬となっています。引き続き、睡眠状況の確認をしていきましょう。

・佐々木　淳様～主治医診察時、自ら記載したノートを持参し、内容文を説明しています。

「この頃ふらつきがあるんです。」と話されており、気にしている様子伺えられる為、主治医から以前より血圧低値によるものであり、昇圧剤の内服薬を服薬中である事を説明後、本人も納得されています。受け答えについては早口で「どうも。」と言われています。起床時の状況やプログラム等の移動時の様子を周知し、ふらつきの有無を確認していきましょう。

・吉田　富秋様～診察時、本人より退院したいとの希望あり、主治医から一人暮らしや仕事は現状では無理だが、福祉ホームの入所は可能である事伝えています。下平ＰＳＷへも上記の事を情報提供し、入所できる福祉ホームを探して欲しい事伝えています。病棟では依然として小遣い帳の記載が不十分で買い物した内容を忘れている事で、常に残金に不明金がある状態です。また、漢字の読み書きも出来ず、スタッフの介入要しています。今後もＡＤＬ低下防止について周知し、関わっていきましょう。


































